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雑

録
.

戦
後
の
凋
逸
の
労
働
市
場

鎌

●

戦
後
の
濁
逸

の
労
働
市
場

.
・

山

本

美

越

乃

.戦
後
凋
逸

の
産
業
的
活
動

の
恢
復
力
如
何
は
、
世
界

各
国

の
等
し
く
興
味
を
以
て
注
意
し

つ
、
あ
る
所
に
し

て
、
其

の
前
途
に
封
ず
る
豫
測
は
、
固
よ
り
資
本
勢
力

及
原
料

の
供
給
等
に
關
す
る
周
到
な
る
研
究
の
結
果
を

俟

つ
に
非
す
ん
ば
、
遽

か
に
之
を
推
断
す

べ
か
ら
ざ
る

も
の
あ
り
、
資
本

及
原
料

の
供
給
問
題
に
封
ず

る
考
察

は
之
を
他
日
に
譲

り
、
弦

に
は
凋
逸
國
會
議
員
.Ω
Φ
o
臓

O
o
壁
血
目

の
観
察
を
基
礎
ε
し
て
ハ
戦
後
濁
逸

の
勢
働

市
場
に
於
け
る
勢
力
の
需
給
歌
態
の
豫
測

の

7
端
を
紹

介

せ
ん
ε
欲
す
。

今
次
の
大
戦

の
爲
め
に
濁
逸
園
内

に
於
て
最
も
活
動

力
に
富
め
る
+
九
歳
以
上
四
十
九
歳
以
下
の
青
年
及
壮

年
者

の
、
或
は
戦

死
し
、
或
は
負
傷

し
、
或
は
然
ら
す

ξ
も
召
集

に
鷹
じ
で
兵
役

に
服
し
た
る
が
爲

め
に
、
專

第
十
巻

〔第
四
號

一
〇
入
)

五
六
二

門
的

に
職
業
を

練
脅
す
る
機
會
を

逸
し
た
る

者

の
敏

は
、
約
三
百
萬
人
に
達
し
、
假
令
第
三
種

の
階
級
即
ち

兵
役
の
爲
め
に
職
業
練
習

の
機
會
を
逸
し
た
る
者
を
除

く
も
、
街
ほ
壮
年
勢
働
者
を
失
ふ
こ
蓬
約
二
百
萬
人

の

多
き
に
及
び
、
加
ふ
る
に
講
和
條
約

の
締
結
は
、
更
に

従
来
凾
内

に
抑
留
し
て
諸
種

の
産
業
殊

に
農
業
に
従
事

せ
し
め
た
る
、
二
百
敷
十
萬
人
の
俘
虜
及
外
囲
人
を
解

放
せ
し
め
、
從
て
彼
等
の
夢
刀
を
も
亦
之
を
利
用
す
る

を
得
ざ
ら
し
む
る
に
至
れ
り
。

戦
前
濁
逸

に
於
て
使
偏
し
た
る
外
風
勢
働
者

の
敷
は

八
十
五
萬
人
を
下
ら
ざ
り
し
が
、
彼

等
の
多
数
は
閑
職

ε
同
陰

に
凋
逸
國
内

に
抑
留
せ
ら
れ
た
る
も
、
今
や
彼

等

の
本
國
に
於
て
は
勢
力
を
要
す
る
こ
ε
大
な
る
も
の

あ
b
、
殊

に
ボ
ー
・フ
ソ
ド
入
の
如
き
は
懐
郷
の
念
切
な

る
よ
り
、
再
び
濁
逸

に
蹄
来
す

る
が
如
き
こ
ε
は
多
く

之
を
期
待
す

べ
か
ら
か
、
此
の
如
き
事
情
の
下
に
欄
逸

園
内

に
於
け
る
主
要
な
る
産
業
に
就
き
て
、
努
力
の
分

配
歌
態
を
豫
想
せ
ば
、

一
農
業
、
農
業
上

の
勢
力
殊
に
大
中
農
地

に
使
俯
せ
ら

る

べ
き
農
業
勢
力
は
、
著
し
き
不
足
を
告
ぐ

べ
き
は
疑

U.S.U・p仁.・fLab・ ・,M。 ・・thlyL・bq・R・ ・i・V・1・VIII,no・2・PP・
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を
容

れ
す
、
固
よ
り
従
来
農
業
及
林
業
に
徒
事
し
た
る

者
に
し
て
、
講
和
の
結
果
除
隊
又
は
免
役

ε
な
れ
る
者

は
當
然
其
の
業
に
復
す

べ
ぐ
、
叉
各
種
の
工
業
に
使
傭

せ
ら

れ
た
る
嶽
働
者
に
し
て
、
工
業
原
料
の
不
足

の
爲

め
に
共
の
職
を
得
す
し
て
、
新
た
に
農
業
勢
働
に
繭
ぜ

ん
直
す

る
者
も
勘

か
ら
ざ
る

べ
し
蓬
雌
も
、
輩
に
之
の

み
を
以
て
は
未
だ
農
業
勢
力

の
飲
亡
を
補
充
し
得

て
絵

b
あ
b
ε
盲
ふ
を
得
す
、

一
九
〇
七
年
に
農
業
及
林
業

に
使
俯
せ
ら
れ
た
る
男
子
の
勢
働
者

は
約
五
百
二
十
八

萬
四
千
人
な
b
し
が
、

一
九

=
二
年
に
は
既

に
五
百
二

十
萬
人
以
下
に
減

じ
、
然
か
も
其

の
中
約
二
百
五
十
萬

人
は
兵
役
に
服
し
た
る
を
以
て
、
假
令
講
和
の
結
果
彼

等

の

一
部
は
昂
還
農
業
に
徒
事
す
る
も
、
到
底
勢
力
の

不
足
は
冤

る
能
は
ざ
る
べ
し
。

二
鑛
業
、

一
九

=
二
年
に

於
け
る

鑛
業
勢
働
者

の
敷

.

瞑
、
約
百
十
入
萬
九
千
七
百
人

(内
成
年
男
子
の
勢
働

者
は
約
百
十
三
萬
三
千
七
百
人
)
な
り
し
が
、
戦
時
中

は
俘
虜
抑
留
外
人
及
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
等
を
使
用
し
て
採

掘
を
繊
縅

し
た
る
も
、
勢
力
の
缺
乏

の
矯
め
に
新
坑
の

採
掘

に
着
手
す
る
こ
ご
能
は
ざ
る
は
勿
論

、
在
来
の
坑

雄

鎮

戦
後
の
猫
逸
の
勢
働
市
場

匠
ざ
雌
も
到
底
半
時
の
李
均
産
額
を
出
だ
す
能
は
ざ

る

が
如
き
歌
態

に
存

し
た
り
、
而
し
て
這
は
蕾
に
石
炭
の

み
な
ら
季
粗
鑛

・
加
里
等
に
付
き
て
も
亦
同
様
な
り
ご

す
、
然

る
に
戦
後
此

の
方
面
に
於
け
る
勢
力
の
需
要

に

謝
し
て
は
、
補
充
の
見
込
未
だ
確
立
せ
ざ
る
が
如
し
。

一昌
製
鐵
業
、
若
し
過
去

に
於
け

る
が
如
く
に
豊
富
な

る

原
料
を
自
由

に
利
用
す
る
を
得
は
、
此

の
方
面
に
於
て

も
勢
力
の
需
要
は
頗

る

大
な
癒

も
の

あ
る
べ
し
ε
錐

も
、
.原
料

の
供
給
問
題

に
關
し
て
豫
捌
し
得

べ
か
ら
ざ

る
現
状

の
下
に
在

り
て
は
、
勢
力
の
需
要
の
程
度
に
付

き
て
も
之
を
推
知
す
る
こ
ε
難
し
。

四
陶
磁
器

・硝
子
・
石
及
土
工
業
、

一
.九

一
三
年
に
此
の

種
の
工
業
に
徒
事
し
た
る
勢
働
者
.の
激
は
、
約
六
十
四

萬
七
千
六
百
人

(
内
成
年
男
子

の
勢
働
者

は
五
十
三
萬

七
千
○
八
十
蝕
人
)
な
り
し
が
、
是
等
の
工
業
中
殊

に

陶
磁
器
及
硝
子
業

に
付
き
て
は
園
内
及
園
外
の
需
要
甚

だ
人
な
る
`
、共

の
原
料
を
侮
國

に
仰
ぐ
の
必
要
な
く
、

且
資
本
を
要
す
る
こ
・し
も
亦
多

か
ら
ざ
る
よ
り
、
戦
後

生
産
能
力
の
恢
復
も
比
較
的
蓮

か
な
る
べ
く
、
獲
て
此

の
方
面
に
於
け
る
勢
力
の
需
要

の
大
な
る
べ
き
は
明
か

第

十
巻

(第
四
號

[
〇
九
}

五
六
三
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雄

鎮

職
.後
の
濁
逸
の
勢
働
市
場

な
り
ε
ず
。

五
金
騰
工
業
、
金
風
工
業
及
機
械
器
具
等
の
製
造
業
に

使
傭
せ
ら
れ
た
る
勢
働
者
の
.敷
は
、

一
九

ご
二
年
に
は

約
百
八
十
五
萬
三
千
五
百
人

〔内
成
年
男
子

の
勢
働
者

.

は
百
五
十
二
萬
八
千
五
百
入
鯨
)
に
達
し
た
り
、
而
し

て
戦
時
中
は

一
時
軍
需
品
の
製
造
に
轄
用
せ
参
れ
た
る

此
の
種
の
工
業
も
、
戦
後
は
産
業
復
員
の
結
果
徐
々
に

曹
態
に
蹄
ら
ん
亡
し
、
之
が
矯
め
に
多
数
の
勢
働
者
を

要
す

る
の
傾
向
あ
る
の
み
な
ら
か
、
農
工
業
及
交
通
運

鹸
…業
等
に
」必
至
《
な
る
機
械
器
具
類

の
如
き
も
、
戦
時
中

は
修
繕
に
次
ぐ
に
修
繕
を
以
て
し
、
殆

ん
ご
完
全
な
る

も
の
な
し
ε
稽
.す

る
も
不
可
な
き
状
態
に
在
り
し
を
以

て
、
軍
に
之
が
更
新
の
作
業
の
み
に
て
も
多
く
の
勢
力

・

を
要
中
べ
き
は
想
策
す
る
に
難

か
ら
す
、
尤
も
此

の
櫨

の
工
業
に
は
戦
時
中
比
較
的
多
く
の
女
子
勢
働
者
使
傭

せ
ら
れ
、
從

て
多
少
の
経
験
を
有
せ
る
友
子
は
、
今
後

ε
羅
も
術
ほ
男
子

の
勢
力

の
缺
乏
を
補

ひ
得
ざ
る
に
非

季
、
黙
れ
ざ
も
又
他
方
に
於
て
は
蹄
還
兵
及
除
隊
者
等

の
結
婚
数
も
壇
加
す
べ
き
が
故
に
、
女
子
勢
働
者
中
に

は
勢
働
市
場
よ
り
脱
退
し
て
、
新
た
に
家
庭

の
人

`
な

餓
㍑LT
撫値

(償
π面目
咄班

一
一
〇
)

〒1
占八
前閏

る
者
も
決
し
て
少

か
ら
ざ
る

べ
く
、
加
ふ
る
に
將
來
織

物
工
業
の
復
答

に
俘
ひ
、
女
子
の
多
く
は
此
の
方
面
に

吸
牧
せ
ら

る
べ
き
は
明
か
な

る
を
以
て
、
.何
れ
の
黙
よ

b
考
察
す

る
も
、
金
騙
工
業

に
於
け
る
勢
力

の
不
足
は

疑
ふ
可

か
ら
ざ
る
な
り
。

六
化
學
工
業
、

一
九

=
二
年

に
化
學
工
業
に
従
事
し
た

る
勢
動
者

の
敏
は
、
約
†
八
萬
〇
六
百
人

(
内
成
年
男

子
の
勢
働
者
は
約
十
四
萬
六
千
人
)
な
b
し
が
、
凋
逸

の
化
學
工
業
は
他

国
の
追
随
を
許
さ
,
る
所
な
る
を
以
一

て
「
戦
後
は
蛍
に
ア
ニ
リ
ン
染
料
及
製
薬
業
等
に
於
て

再
び
世
界
的

の
需
要
を
喚
起
す
る
に
至
る
べ
き
の
み
な

ら
か
、
更
に
戦
時
中
の
研
究
に
成

れ
る
新
化
學
工
業
品

(例

へ
ば
窒
素
肥
料

の
如
き
)
に
於
て
も
、
　
世
界
の
市
場

に
潤
赤
し
得

べ
き
見
込
充
分
な

る
も
の
あ
り
、
故
に
化

學
工
業
的
の
方
面

に
於
け
る
勢
働
者

の
需
要
は
.
戦
前

に
比
し
て

一
層
増
加
す
る
に
至
.る
べ
し
。

セ
紙
工
業
、

一
九

=
二
年
に
紙
工
業

に
使
僧
せ
ら
れ
た

くる
勢
働
者
の
数
は
、
約
二
十
萬
入

(内
成
年
男
子
の
勢

働
者
は
約
十

一
萬
五
千
人
)
を
算
せ
し
が
、
戦
争

の
爲

め
に
製
紙
原
料
殊

に
木
材
・
石
炭
。樹
脂
等
の
缺
乏
は
、



』

該
工
業
を

縮
少
す
る
の

止
む
な
き
に
至
ら
し
め

陀
る

も
、
戦
争
の
終
結

ご
共

に
是
等
の
原
料

の
供
給
に
飴
裕

を
生
じ
来
れ
る
を
以
て
、
今
後
は
徐

々
に
曹
態
に
復
す

べ
く
、
從
て
蹄
還
兵
士
等
は
此
の
方
面
に
於
て
も
職
業

を
求
む
る
こ
ε
敢
て
困
難
に
あ
ら
す
。
.

ラ八
木
工
業
、
此
の
種
の
工
業
に
後
事
し
た
る
夢
働
者
の

て藪
は
、
一
九

=
二
年

に
は
約
四
十
五
萬
四
千
人

(内
成
年

男
子

の
勢
働
者
は
約
三
十
ハ
萬
三
千
人
)
に
達

せ
し
が
、

戦
時
中
は

家
具
類
の

製
作
及
者
種
の
指
物
業

の
如
き

は
、
一
時
休
止

の
歌
態
に
在
り
し
も
、職
後
は
.是
等
の
木

工
業
の
繁
忙
を
極
む

べ
き
は
想
像
す
る
に
難
か
ら
ヂ
、、

殊
に
家
具
類
に
至
り
て
は

.
現
今
は
古
物
ε
.錐
も
戦
前

の
債
格
の
二
倍
以
上
に
騰
貴

し
.
需
要
頗

る
人
な

る
に

抽
ち
才
供
給
之

に
件
は
ざ
る
を
以
て
、
今
後
此
の
方
面

に
多

く
の
勢
力
を
要
す

べ
き
は
疑
を
存

せ
す
、
遥
は
濁

b
家
具
類

に
付
き
て
の
み
な
ら
す
、

一
般
の
建
築
業
に

付
き
て
も
亦
同
様

に
し
て
、
戦
時
中
は
家
屋
の
修
繕
す

ら
之
を
延
期
し
來
b
た
る
も
、
A
。や
修
繕
は
勿
論
新
築

の
偶
め
に
も
多
く
の
勢
力
を
必
要
ε
す
る
に
至
れ
り
、

要
す
る
に
木
工
業
の
前
途
は
浮
力
嬉
し
て
、
毫
も
悲
観

雑

録

職
後
の
猫
逸
の
勢
働
市
場

.

の
材
料
を
認
め
得

べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
勢
力
の
過
剰

よ
り
は
寧

ろ
其

の
缺
乏
を
憂
ふ
る
に
至

る
べ
巷
や
明
か

障
り
。

.

九
皮
革
及
織
物
業
、
是
等

の
詩
業
も
亦
早
晩
暫
瓶
に
復

す

る
に
至

る
べ
き
は
疑
を
容
れ
す
ご
難
も
、
戦
後
直
ち

に
其
の
恢
復
力
を
獲
挿
し
得
、べ
き
や
否
や
は
、
多
少
考

慮
の
飴
地
な
し
ε
せ
ず
、
蓋
し
皮
革
業
は
其

の
原
料
た

る
べ
き
生
皮
及
鞣
皮
材
料
國
内
に
豊
か
な
ら
ざ
る
を
以

て
、
是
等

の
原
料
を
輸
入
す

る
に
は
相
當

の
時
日
を
要

す

べ
く
、
又
假
有
相
當

の
時
日
を
與
ふ
る
も
、
戦
争
の

爲
め
に
皮
革
の
需
要
極
度

に
増
加
し
た
る
結
果
楓
、
生

皮
の
供
給
を
世
界
的
に
減
少
せ
し
め
た
る
を
以
て
、
該

工
業
を
戦
前

の
献
態
に
恢
復
せ
し
む
.る
は
容
易

の
業
に

非
ざ
る
べ
く
、

一
九
.
}.三
年
に
は
皮
革
業

に
従
事
し
π

る
勢
働
者
の
敷
は
約
十
二
萬

一
千
人

(内
成
年
男
子

の

勢
働
者
は
約
九
萬

一
千
五
百
人
)
な
b
し
も
、
職
彼
此

の
方
面
に
於
け
る
勢
力

の
需
要
に
付
き
て
は
全
く
豫
測

の
外
に
在
り
、
此
の
.事
情
は
織
物
業
に
關

し
て
も
亦
略

ぼ
相
似
た
る
も
の
あ
り
、
即
ち

凋
逸
は
自
ら

羊
毛
・棉

花

・既
尋
の
織
物
原
料
を
産

せ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
羊
毛

第
十
巻
.

(第
四
號

一
一
】
)

五
六
五
.

'

【
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■

鴫

雑

録

諸
国
行
政
統
計
書
の
梗
概
(
ご

及
棉
花

の
如
き
は
世
界
的
の
産
額
す
ら
既

に
充
分
な
ら

ざ
る
擬
態
に
在

る
を
以
て
、
戦
後
直
ち
に
製
織
能
力
を

恢
復

し
得

べ
し
ε
想
像
す

右
を
得
李
、

一
九

=
二
年
に

コ

狸
逸

の
織
物
業

に
従
事
し
た

る
勢
働
者
の
敷
は
、
約
九

十
五
萬
⊥
ハ
千
人

(内
成
年
男
子
の
労
働
者
は
約
四
十
萬
…

人
)
な
り
し
も
、
戦
後
は
斯
く
多
数

の
勢
働
者
を

一
時
一

に
牧
容
す

る
こ
`
は
困
難
な

る
べ
し
、
從

て
被
服
工
業
.

の
如

き
も
其

の
影
響
を
受
け
、
新
規
調
製
よ
り
は
慰
孕
ろ
.

修
繕

又
は
代
用
品

の
製
造
を
増
加
す

べ
く
、
戦
前
即
ち

一
九

=
二
年
に
該
工
業

に
後
事
し
た
る
者

の
敷
四
十
三

萬

[
千
人

〔内
成
年
男
子
の
勢
働
者
は
十

一
萬

二
千
入
)
.

に
達
し
た
る
が
如

さ
盛
況
は
、
近
く
之
を
期
待
し
偲

べ

か
ら
ざ
る
に
似
た
り
。

要
之
、
戦
後
の
猫
逸

の
勢
働
市
場
は
、
工
業
の
種
類

に
依
b
て
は
前
述

の
如
く
に
勢
力
の
需
要
頗
る
大

に
し
　

て
、
供
給
之

に
律
は
ざ
る
が
如
き
も
の
あ

る
べ
し
ざ
錐

㎝

も
、
文
武
種

の
工
業
に
於
て
ぽ
原
料

の
不
足
の
矯

め
に

勢
力
の
需
要
も
人
な
ら
ざ
る
の
結
果

、
其

の
供
給
に
餓
.

力

の
存
す
る
も
の
あ
る

べ
く
、
是
等
両
者
を
中
均
せ
ば

工
業
能
力
に
於
て
は
需
給
の
均
衡
を
保
ち
得
ざ
る
に
非

第
十
雀

(第
四
號

一
一
二
)

五
六
六

率

ε
雌
も

、
農

業
勢
力

に
至

り
て
は
明

か

に
缺

乏
を
告

げ
、
之
が
塘棚
充

は
將
來

に
於

け

る

一
大
問

題

ε
撤

せ
ざ

る
を
得

ざ
る
な
り
。

セ

を


